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水都大垣再生プロジェクト推進事業について 

 

１ 趣  旨 

  「水都大垣」を感じるまちづくりを推進するため、まちなかの公共空間で、水を身近

に感じる空間デザインや水辺の活動を一体的にブランディングする「水都大垣再生プロ

ジェクト」を新たに開始する。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 大垣駅南口湧水スポットの整備（井戸舟設置） 

⑵ 四季の路の再生（樹木更新等、誘導サイン設置） 

⑶  かわまちテラスの開催 

⑷ 水都大垣再生会議の開催（「水都大垣」の由来調査、統一ロゴの作成等） 

⑸ 四季の広場フォトスポットの設置 

⑹ 水辺を生かした活動の支援 

 

３ 予 算 額 

  18,200千円  

 

４ 各事業の概要 

⑴ 大垣駅南口湧水スポットの整備（井戸舟設置） 

① 概  要 

市の玄関口である大垣駅において、 

「大垣＝水都」であることを駅利用者等に 

感じてもらうため、駅南口に井戸舟を整備する。 

② 事 業 費  駅南口井戸舟設置工事 

 10,000千円（工事請負費） 

 

 

所 属 大垣市 都市計画部 都市計画課 

担 当 課長：藤墳、主幹：桐山 

連絡先 0584-47-8698（直通） 

記者発表資料 

令和5年2月21日 

＜裏面に続く＞ 

井戸舟設置のイメージ 

※写真は「大手いこ井の泉」（郭町） 



2 

⑵-1 四季の路の再生（樹木更新等） 

① 概  要 

    整備から30年以上経過した四季の路は、樹木の大径化による路面の不陸や、植樹

帯により歩道部分が狭小な箇所があるため、樹木の更新や歩道整備を計画的に実施

する。 

② 事 業 費  四季の路再生工事 1,800千円（工事請負費） 

 

⑵-2 四季の路の再生（誘導サイン設置） 

①  概  要 

   四季の路における回遊性を向上することで、「居心地が良く歩きたくなるまちな

か」を形成するため、新たに誘導サインを設置する。 

② 事 業 費  誘導サイン設置工事 500千円（工事請負費） 

 

⑶ かわまちテラスの開催 

① 概  要 

    市民に水辺の景観の美しさや居心地の良さを感じていただくため、春の桜の開花

時期と初夏の時期に、水辺空間を活用したイベントを官民連携で実施する。 

  ② 事 業 費  会場設営・撤去ほか 2,000千円（委託料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の「かわまちテラス」の様子（四季の広場） 
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⑷ 水都大垣再生会議の開催（「水都大垣」の由来調査、統一ロゴの作成等） 

① 概  要 

「水都大垣再生プロジェクト」に着手するにあたり、市内の大学等に、地下水の 

流れ方など「水都大垣」の湧水の由来に関する調査を委託するとともに、専門家を

招いた「水都大垣再生会議」を設置して、プロジェクト関係者の意識向上を図る。

また、プロジェクトの一体感を醸成するため、「水都大垣」のブランディングに繋が

る統一ロゴの作成等を行う。 

  ② 事 業 費  水都大垣再生会議の開催 160千円(報償費ほか) 

水都大垣再生調査委託 2,500千円(委託料) 

統一ロゴの作成     140千円(委託料ほか) 

 

⑸ 四季の広場フォトスポットの設置 

① 概  要 

ＳＮＳにより「水都大垣」のＰＲを図るため、四季の路を代表する修景スポット

である四季の広場において、「インスタ映え」するフォトスポットを設置する。 

② 事 業 費   フォトスポット設置 500千円（委託料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 水辺を生かした活動の支援 

① 概  要 

水辺を活用した活動を推進することで、市民に「水都大垣」らしさを感じてもら

うため、川遊びや水辺環境の学習会を開催するまちづくり団体を支援する。 

② 事 業 費  まちづくり団体企画事業委託 600千円（委託料） 

 

 

 

ウォーターカーテンなどの景観を楽しめる「四季の広場」 

＜裏面に続く＞ 
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【参考資料「四季の路・四季の広場」】 

 


